
町長日誌 （7 月 1 日～ 31 日）

主な活動

2 日 消防団夏季訓練
4 日 UR リンケージ常務来庁

千葉国道事務所長来庁
森林組合北総事業所多古支部総代会総会
スナッグゴルフ全国大会出場児童表敬訪問（久賀小学校・多古第一小学校）
多古町社会福祉協議会来庁

5 日 朝礼
多古米グランプリ第 2 回実行委員会
ティ・ティ・エス来庁

6 日 固定資産評価審査委員選任書交付
農業委員会懇親会

7 日 NAA 執行役員来庁
暮らしの編集学校プレゼンテーション【写真①】

8 日 ひかり納涼祭
9 日 男女共同参画講演会【写真②】

10 日 山梨県南北都留郡町村長連絡協議会視察来庁
NHK 来庁

11 日 NAA 来庁
佐原税務署来庁

12 日 国土交通省航空局室長来庁
高校生との意見交換会（わせがく高校）
道の駅多古出品者協議会総会

（株）多古取締役会
13 日 首都圏中央連絡自動車道建設促進期成同盟会総会（千葉市）
14 日 千葉県国民健康保険団体連合会理事会（千葉市）

香取郡市町会総会（神崎町）
18 日 原水爆禁止国民平和大行進千葉県実行委員会来庁

成田空港周辺地域振興連絡協議会総会（成田市）
19 日 ティ・ティ・エス来庁

匝瑳市副市長来庁
慶弔規定に係る弔問
千葉交通社長来庁
酪農組合懇談会
成田空港と地域の繁栄を目指す有志の会総会（芝山町）

20 日 匝瑳人権擁護委員協議会第 3 部会研修会
スナッグゴルフ全国大会優勝報告表敬訪問（久賀小学校）【写真③】
農業委員委嘱式・臨時総会
令和 4 年度決算審査講評

21 日 道路整備促進期成同盟会 3 団体総会（香取市）
23 日 成田空港地域共栄親睦会
24 日 横芝・神崎間首都圏中央連絡自動車道建設促進協議会総会（成田市）
25 日 千葉県経済同友会創立 50 周年記念総会（千葉市）
27 日 グッドマン来庁

農山漁村発イノベーション対策地域活性化型活動計画策定事業総会
28 日 千葉県国民健康保険団体連合会通常総会 （千葉市）

町内企業訪問
消友会総会

30 日 富里市長選挙立候補者出陣式（富里市）
31 日 高校生との意見交換会（多古高校）

芝山町議会・多古町議会連絡協議会総会

小学校

高校生

中学校

■成田空港周辺児童書道・絵画展
（書道の部）
銅賞　西村彩希（第一小）
　　　石原悠理（久賀小）
（絵画の部）
金賞　岩﨑琉杏（第一小）
銅賞　森陽真里、西村彩希（第一小）

■関東ジュニアゴルフ選手権（女子）
21位タイ
小林照菜（わせがく）

■歯と口の健康週間図画ポスターコンクール
優良　岩井日愛
■県吹奏楽部コンクール
中学生B部門銀賞　吹奏楽部
■多古町近隣卓球大会
女子団体優勝　卓球部
■郡市卓球大会
男子団体₃位　卓球部
女子団体₃位　卓球部
男子個人シングルス優勝 平山千真
■郡市陸上競技大会
男子₂年100ｍ₃位　 有井光
男子共通砲丸投₁位　髙橋涼大朗
男子共通砲丸投₃位　栗川煌希
男子共通円盤投₁位　髙橋涼大朗
男子共通円盤投₄位　佐藤雄介
女子総合₃位　陸上部
女子₂年100ｍ₂位　麻生桃香
女子₂年100ｍ₃位　齊藤知花
女子₃年100ｍ₁位　山﨑蒼海
女子共通200ｍ₁位　山﨑蒼海
女子共通₄×100ｍリレー₃位
飯田優里菜、山﨑蒼海、齊藤知花、麻生桃香
■郡市野球大会
優勝　野球部
■郡市バスケットボール大会
男子団体優勝　バスケ部
女子団体₃位　バスケ部
最優秀選手　有田源輝
優秀選手　椎名理斗、越川水葵
■郡市ソフトテニス大会
男子団体優勝　テニス部
男子教育トーナメント準優勝　テニス部
女子団体優勝　テニス部
女子教育トーナメント優勝　テニス部
個人準優勝　宇井一愛、並木柊治
個人3位　黒田翼、並木南
■県総体千葉県陸上競技大会
女子共通200ｍ1位　山﨑蒼海

日本女子ゴルフ
選手権出場決定

県大会出場

県大会出場

県大会出場

県大会出場

県大会出場

県大会出場

県大会出場

県大会出場

全国大会出場

県大会
出場

【写真①】

【写真②】

【写真③】
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７
月
の
猛
暑
が
続
く
中
、
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

福
島
県
で
開
か
れ
た
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

全
国
大
会
に
て
、
久
賀
小
学
校
が
全
国

優
勝
、
多
古
第
一
小
学
校
が
全
国
第
８

位
と
い
う
快
挙
で
す
。
ゴ
ル
フ
で
学

校
・
町
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
多
古
中

学
校
に
ゴ
ル
フ
部
が
で
き
た
の
が
平
成

13
年
、
小
学
校
に
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
が

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
、
平
成
16
年
で

す
。
そ
れ
か
ら
約
20
年
、
地
域
の
指
導

者
、
学
校
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
に
よ
り
今
日
ま
で
続
き
、
今
回「
全

国
優
勝
」と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
楽
し
み
に

し
て
い
た「
多
古
祇
園
祭
」が
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
汗
を
流
し
な
が

ら
山
車
を
引
く
勇
姿
、
掛
け
声
、
そ
の

気
概
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
を
支

え
て
い
く
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
古
町
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
る
多
く
の
団
体
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。「
町
の
主
役
は
町
民
」で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
の
活
動
が
町
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
活
動
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
・
福
祉

多古中央病院から

　

実
際
、
当
院
で
大
腸
C
T
を
経
験
さ
れ

た
患
者
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
内
視
鏡
と
比
べ
て
下
剤
の
量
が
少
な
く

て
良
い
」「
内
視
鏡
に
比
べ
て
痛
み
が
な

い
」
な
ど
、
個
人
に
よ
り
感
じ
方
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
内
視
鏡
と
比
べ
て
総
合
的

に
良
い
と
答
え
た
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

内
視
鏡
が
苦
手
な
方
、
怖
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
、
ま
ず
大
腸
C
T
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

現
在
、
発
見
さ
れ
る
が
ん
で
最
も
多
い

の
は
大
腸
が
ん
で
す
。
が
ん
は
早
期
発
見

で
き
る
か
ど
う
か
で
生
存
率
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
検
査
方
法
は
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
「
大
腸
C
T
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
大
腸
C
T
と
は
、
お
尻
に

チ
ュ
ー
ブ
を
3
㎝
ほ
ど
入
れ
、
専
用
の
機

械
に
つ
な
げ
て
大
腸
が
膨
ら
む
ま
で
二
酸

化
炭
素
を
流
し
、
し
っ
か
り
と
膨
ら
ん
だ

と
こ
ろ
で
C
T
撮
影
を
す
る
方
法
で
す
。

そ
の
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
３
D
画
像

を
作
成
、
放
射
線
技
師
と
放
射
線
科
医
で

慎
重
に
読
影
し
、
患
者
さ
ん
に
結
果
を
提

供
し
ま
す
。

　

当
院
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
大
腸
C
T

を
開
始
し
、
年
間
約
60
件
（
延
べ
5
6
0

件
）
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
大
腸
が
ん
は
年
間
約
3
人
（
延
べ
20

人
）、大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
年
間
約
10
人
（
延

べ
69
人
）
が
発
見
さ
れ
、
内
視
鏡
治
療
や

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
に

は
大
腸
C
T
認
定
技
師
、
2
0
2
2
年
に

は
大
腸
C
T
施
設
認
定
も
取
得
し
、
経
験

と
実
績
を
積
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

か
ら
人
間
ド
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

大
腸
C
T
健
診
も
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、

多
く
の
方
か
ら
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査

文
／
多
古
中
央
病
院
放
射
線
科

【
病
院
便
り
】

　

多
古
中
央
病
院
の
受
付
時
間
は
午
前
11

時
30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
、
医
師
も
検
査
や
手
術
な
ど
で
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
受
診
前
に
、

必
ず
確
認
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
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　特定健診は心筋梗塞や脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の早期発見と予防を目的に実施しています。

　早期発見が皆さんの健康維持と医療費の削減にもつながります。早めに受診しましょう。

対 象 者●40歳～ 74歳の多古町国民健康保険加入者

　　　　　対象者の方には、「特定健診受診券」を5月下旬に郵送しています。

　　　　　受診券を紛失された方は再交付できますのでお問い合わせください。

受診場所● 町内の健診委託医療機関（受診券に同封している通知文または、今年の広報たこ6月号9ページ

に記載しています）

受診期限●12月下旬まで

　　　　　※ 冬期は各医療機関ともインフルエンザなどの予防接種や感染症の流行状況により混雑が予想さ

れます。事前にご確認ください。

　　　　　　 特に健診実施最終月である12月は、医療機関によっては受診をお断りされる場合もあります

ので、早めの受診をお勧めします。

　　　　　※多古中央病院の胃がん検診登録者は病院より健診日をお知らせ

　　　　　　しています。

受診料金●40歳～ 69歳　1,000円　／　70歳以上　無料
　　　　　※受診時は特定健診受診券、国民健康保険証をご持参ください。

特定健診を受診しましょう！

お問合せ●住民課国保年金係　☎ 76-5405

1617 2023.9


